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２

大手町・丸の内・有楽町（大丸有）地区 概要

東京駅

皇居

– 区 域 面 積 ：
– 建 物 棟 数 ：
– 建 物 延 床 面 積 ：
– 上 場 企 業 数 ：
– 駅 乗 車 人 員 ：

– 指 定 容 積 率 ：
– 就 業 人 口 ：
– 企 業 数 ：

97社（連結売上高：約130兆円、日本の総売上高の約9％）

約152万人（28路線13駅）

約120ha
約100棟
約800ha

1300％（一部700％、900％、1200％）
約28万人
約4,300社

大手町・丸の内・有楽町（大丸有）地区の概要



一般社団法人大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会 ３

都市整備・
運営部会

部会長:サンケイビル
副部会長:三菱商事

運営会議

事務局(三菱地所)

理事会

社員総会

全体報告会

都市機能
部会

部会長:ＮＴＴ東日本
副部会長:丸の内熱供給

都市政策
部会

部会長 ：三菱地所
副部会長：三菱東京Ｕ
ＦＪ銀行

ガイドライン
部会

部会長 ：三菱地所
副部会長：三菱東京

ＵＦＪ銀行

広報部会
部会長 ：日本郵便
副部会長：ニッポン放送

エコッツェリア リガーレ

・大丸有地区の地権者によって1988年に設立（現在は会員８６者）
・企業、団体及び行政等のまちづくりに係る主体との連携を図り、都市空間の適切かつ効率
的な開発、利活用等を通じたまちづくりを展開することにより、当地区の付加価値を高め、
東京の都心としての持続的な発展に寄与することを目的



（大丸有地区）ハード・ソフト両面でのまちづくり ４

総合的な
まちづくり活動

まちづくり・景観誘導
環境共生（ハード）

管理・運営（ソフト）

エリアマネジメント
・環境マネジメント
・公共施設の維持・管理
・ネットワークシステム（シャトルバス、物流、駐車場等）
・安全・安心
・都市観光活動
・イベント開催
・文化・広報活動
・広告物のマネジメント 等

公的空間の整備
（丸の内駅前広場・行幸通り・
仲通りの整備）

個々の開発に対する誘導・調整

各種インフラの整備



（大丸有地区）これからのまちづくりの方向性 ５

ハード＋ソフト
（マーケット）

ソフト
（コミュニティ）

ハード
（コントロール）



（大丸有地区）防災における共助の考え方 ６

③共助組織

②各企業自助と共助組織を繋ぐ「コーディネート組織」

①各企業による自助の最大化

④コーディネート機能と「共助」の体制を支援する
「仕組み・情報基盤」

①各企業の「自助」を最大限引き出すことを前提とする。
②拡張された「自助」※1をコーディネートすることによって全体としての対応力を確保する。

⇒各企業自助と共助組織を繋ぐ「コーディネート組織」
③拡張された「自助」ですべてを埋めることが難しい場合に備えた「共助組織」※2を構築する。

⇒「各企業自助」で及ばない範囲をカバーする「共助組織」
④コーディネート機能と「共助」の体制を支援する「仕組み・情報基盤」を構築する。

※1 拡張された「自助」：各企業が少しずつ「自助エリア」から滲み出した範囲。自助エリア拡大版
※2 企業間の「共助組織」による災害時対応を行うにあたり、参加者には「免責規定」が適用されること

を前提条件とする。



空と土プロジェクト ７
プロジェクトのはじまり
2008年4月に開催された「NPO法人えがおつなげて」の限界集落ツアーに、地
域社会との共生に取り組むＣＳＲ活動を検討していた三菱地所のＣＳＲ推進
部のメンバーが参加し、山梨県北杜市の素晴らしい自然環境、温泉などの観
光資源、パートナーとなる「えがおつなげて」の活動に共感。7月に再訪して、
5ヶ所の候補地のうち、増富地域を選定した。



空と土プロジェクト ８
三菱地所グループ／社会貢献活動基本方針 （2008年4月に策定）

１．社会的課題の解決と自らの成長
良き企業市民として社会的課題の解決を目指し、活動を通 して自らの成長をはかります。

２．三菱地所グループらしい活動の展開
事業領域の内外において、経営資源を生かした、三菱地所グループらしい特色ある社会貢献
活動を展開します。

３．社会との連携
対等、信頼、対話を基本として、さまざまな団体と連携し、透明でフェアな活動に努めます。
「地域社会との共生」「文化・芸術支援」「環境保全」「社会福祉」を重点分野として取り組みます。

４．重点分野
「地域社会との共生」「文化・芸術支援」「環境保全」「社会福祉」を重点分野として取り組みます。

「本業に生かすＣＳＲ」
本業につながっているＣＳＲ活動は長続きする。

事業にもプラスになり
同時に地域活性化にもプラスになる

まさにウイン・ウインの関係が構築されつつあることを実感しています。

新たな共通価値の創造
（ＣＳＶ）

Creating Shared Value



三菱地所グループの森 ９



2009年4月開校、大手町・丸の内・有楽町エリア全体をキャンパスに、朝7時台から開講

する市民大学。持続可能なまちづくりを行う当エリアから、省エネルギー化、低炭素化

につながる朝方ライフスタイルへのシフトを提案し、環境配慮型行動の定着を図ってい

ます。

3ヶ月を1学期とし、春・夏・秋の3期開講する講座には年間でのべ約2,500人が参加。各

講座の開発のコンセプトは「丸の内で」「朝に」だけしか体験できないもの。30代のビジネ

スパーソンを中心に、年齢、性別、職業、勤務地も様々な人が学んでいます。

課題解決型の講座が多いことが特長で、地域や都市、社会全体の課題解決に取り組

む活動は講座の枠を超え、自主的なソーシャルプロジェクトとして発展し、朝の定期的

な学びの場を通して醸成した都市型コミュニティが、世の中にグッドシフトを起こしていま

す。

丸の内朝大学 １０



丸の内朝大学 １１

INFORMATION

RELATION

SOLUTION

COMMUNICATION

SOCIAL GOOD

仕事ともプライベートとも違うつながりの中で、もっと楽しい世の中の

ためにアクションを起こしたいという人が多く学ぶ朝大学コミュニティ

には、様々な情報や人などが集まってきます。

2009年性別も年齢も肩書きも様々な受講生が集まる朝大学

忙しい毎日の中で、早起きをしてまで学ぼうとする人のパ

ワーは朝大学をいわゆる“朝活”の場から、学びを起点として

コミュニティに発展させました。

社会とつながり、企業や行政など外部の人々

と協力しながら自由な発想と行動力で課題を

解決するアイデアを生み出していきます。

出勤前の朝1時間に約30の講座を開講し社会

人に学ぶきっかけを提供しています。

社会の課題と向き合う学びのコミュニティ

が、様々な人々とつながり、創発すること

でグットアイデアがあふれる社会になりま

す。



丸の内朝大学 １２

受講生データ

年間受講生数

2,200
男女比

3:7
人

（男：女）

開講7年で
受講生数はのべ約

年代 勤務地

15,000
人以上

約約

※大丸有（だいまるゆう）＝大手町・丸の内・有楽町エリアのこと

※

（2015年度実績）

（2015年度実績）（2015年度実績）

単なる朝活ではなく、自己表現の場をみつけたい、何か

アクションを起こしたい、地域に貢献したいなど、問題意

識をもって受講されている方が多いのが特徴です。



丸の内朝大学 １３



丸の内朝大学 １４

・人の役に立つ
・旅ができる
・第二の故郷ができる

地域 受講生

つなぐ、新しい関係をつくる

メリット
観光客ではないビジネ

スパーソンとともに、

観光地づくりではなく

関係地づくりができる

メリット

朝大学の協賛は、受講生に地域の魅力を伝えるだけではありません。
ビジネススキルと意識が高い受講生と、課題を抱える地域をつなぐことで、
課題を解決するアイデアやコミュニティを生み、
新しい関係をつくります。

プロセス自体が取り組
み
としての地域のブラン
ド
発信になる

メリット

自治体× 丸の内

丸の内に、ビジネス街と
は
違う役割が生まれる

メリット



丸の内朝大学 １５

2010年夏学期の事例

（富山市・南砺市・立山町）

今は東京で働いているけど、自分の
生まれ故郷をもっと盛り上げられな
いだろうか？ いずれは地元と東京を
結ぶ仕事がしたい！ 東京にいなが

らでも日本の地域を元気にすること
を手伝いたい！

本クラスは、実際に活躍する地域プ
ロデューサーをゲストに招きます。
様々な地域のプロデュース事例を取
り上げながらその手法を学び、実際
に地域が抱えている問題を解決して
いく実践型のクラスです。



丸の内朝大学 １６

2014年夏学期で開催

いま日本では、インバウンド（外国人

の訪日旅行）の誘致が注目されてい

ます。各地域の魅力をどのように発

掘し、発信すればよいか。インターナ

ショナルな視点を持った地域の魅力

発信について探っていきます。実際

に活躍する地域プロデューサーから

手法を学び、インバウンドを増やす策

を考えることで、地域が抱えている問

題を解決していく実践型のクラスです。

今回のテーマ地域は能登空港の利

用率向上を掲げる石川県・能登です。

http://asadaigaku.jp/course/index.cg

i?c=zoom&pk=275&turn_pk=12


